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( 科目コード：8901320004CC)

【改訂】第 1 版（2012-03-01）
【科目】コンクリート構造学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

田中 英紀

【授業目標・教育方針】
鉄筋コンクリ－トの柱やはりなどの部材の力学特性、諸性状や設計方法を理解し、力学的事項を定量的に算出するこ
とや部材を設計することができるような技術的な能力を身につける。

【授業概要】
本科目の総授業数は４５時間である。柱やはりなど基礎的な鉄筋コンクリ－ト部材の設計方法、部材の圧縮、曲げお
よびせん断性状、終局限界状態設計による部材の終局耐力および使用限界状態における応力の算出方法、プレストレ
ストコンクリ－ト部材の諸性状と特徴、弾性設計による部材の応力算出方法などについて解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：コンクリ－ト構造工学：角田忍、竹村和夫：コロナ社
参考書：コンクリートなんでも小事典：井上　晋　他：土木学会関西支部
参考書：コンクリ－ト標準示方書　設計編：土木学会：土木学会

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：コンクリート構造学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 概要 授業の概要、複合材料、鉄筋コンクリ－トの歴史、構
成材料の強度と変形

第 2 回 設計方法 鉄筋コンクリ－ト部材の設計方法の種類と特徴
第 3 回 鉄筋コンクリ－ト構成材料の強度と変形、設計時の取

り扱い
第 4 回 はりの曲げ特性 鉄筋コンクリ－トはりの種類、曲げ変形の特徴
第 5 回 長方形はりの応力

（使用限界状態）
単鉄筋コンクリ－ト矩形はりの曲げ応力の算定 レポート

第 6 回 複鉄筋コンクリ－ト矩形はりの曲げ応力の算定
第 7 回 Ｔ形はりの応力

（使用限界）
単鉄筋コンクリ－トＴ形はりの曲げ応力の算定

第 8 回 前期中間試験
第 9 回 Ｔ形はりの応力

（使用限界）
複鉄筋コンクリ－トＴ形はりの曲げ応力の算定

第 10 回 矩形はりの耐力
（終局状態）

単鉄筋コンクリ－ト矩形はりの曲げ耐力の算定 レポート

第 11 回 複鉄筋コンクリ－ト矩形はりの曲げ耐力の算定
第 12 回 Ｔ形はりの耐力

（終局限界）
単鉄筋コンクリ－トＴ形はりの曲げ耐力の算定

第 13 回 複鉄筋コンクリ－トＴ形はりの曲げ耐力の算定
第 14 回 柱の性質 鉄筋コンクリ－ト柱の種類と性質、破壊性状
第 15 回 柱の応力 軸力が作用する帯鉄筋コンクリ－ト柱の応力の算出
第 16 回 柱の耐力 軸力が作用する帯鉄筋コンクリ－ト柱の耐力算出
第 17 回 軸力が作用するさせん鉄筋コンクリ－ト柱の耐力算出
第 18 回 せん弾補強 はりの主応力およびせん断ひび割れ レポート
第 19 回 せん断補強鉄筋の役割とその種類
第 20 回 せん断耐力 矩形鉄筋コンクリ－トはりのせん断耐力（コンクリ－

ト分担分）
第 21 回 矩形鉄筋コンクリ－トはりのせん断耐力（せん断補強

鉄筋分担分）
レポート

第 22 回 軸力と曲げ 偏心荷重が作用する部材の応力算定（その１）
第 23 回 後期中間試験
第 24 回 偏心荷重が作用する部材の応力算定（その２）
第 25 回 偏心荷重が作用する部材の耐力算定
第 26 回 ＰＣ部材 プレストレストコンクリ－トの種類と性質
第 27 回 プレストレストコンクリ－ト部材の応力算定
第 28 回 弾性設計 弾性設計による鉄筋コンクリ－ト部材の応力および耐

力算定（その１）
レポート

第 29 回 弾性設計による鉄筋コンクリ－ト部材の応力および耐
力算定（その２）

小テスト

第 30 回 まとめ
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